
令和 5 年 6 月 19 日 

 

令和 5 年度 第 1 回 読書推進委員会 議事録（オンライン開催） 

 

図書館事業課長 

今年度は、例年行っています「しぶやおすすめの本 50」選定と読書コンクールの企画に

加えて、第二次子ども読書活動推進計画を策定する年になっています。 

ボリュームがありますが、皆様と一緒に力を合わせてやっていきたいと思いますのでよろ 

しくお願いいたします。 

 

１ 委員長挨拶 

今年度は子ども読書活動推進計画策定と大きなことがあります。皆さん力を合わせてや

っていきましょう。 

文字への関心、言葉による伝え合いはもちろんですが、思考力、豊かな感性、表現など

たくさんの読書活動が大事になっているところであります。また、親子の関係にも大変役

に立つものであります。児童、生徒も様々な学習の工夫をしていますが、それを支える知

識、理解、思考、表現の元になる力、それらを読書活動が伸ばしてくれるものと感じま

す。皆様のお知恵を借りながら良いものができればと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 

２ 副委員長挨拶  

中学生になると図書の時間がなくなり、生徒も忙しくなり不読率が増えなかなか読書が 

できなくなる傾向があります。読書の大切さを知っている私たちが、読書推進委員をお受 

けしていきたいと思っています。今年度読書コンクールの参加人数も増やしていきたいと 

思っていますし、読書する生徒も増やしていきたいと思っています。 

子ども読書活動推進計画第二次ということで、先生方のお知恵を拝借しながら進めてい 

きたいので、よろしくお願いいたします。 

 

３ 委員自己紹介 

 

４ 議題 

（１）しぶやおすすめの本 50 事業について 

 【事務局説明】 

① 2023 読書コンクールについて 

  ・応募作品と入賞作品について 

応募作品は感想画・POP・本の帯の 3 種類、入賞作品は金賞・銀賞とします。 



・選考等に関する規定について 

改定案としてコロナ渦で増設していた佳作はコロナ以前に戻すので廃止することと

します。感想文は全国のコンクールと重複することから引き続き募集をしないことと

します。 

・読書コンクール応募要項について 

各園・学校の応募作品の取りまとめを 8 月 31 日までに行い、応募点数の報告を 9  

月 1 日までにしていただく計画です。 

・読書推進委員会のスケジュールの確認について 

    

②「しぶやおすすめの本 50 2024」について 

・テーマ 2024 の選書について 

今年度は「自分をみつめる」に沿った選書になります。（昨年度世界を知る。交互にテ

ーマを替えている）毎年学年別に 7～10 冊程度新しく図書を選定し、50 冊を決定してい

ます。 

・しぶやおすすめの本 2024 選書のフローについて 

まず読書教育推進委員、学校図書館専門員、図書館業務委託事業者で候補本を選定して

もらいます。（7 月 28 日までに提出） 

 

【委員長】 

① 2023 読書コンクールについて 

コロナ前の運用に戻すので、佳作を廃止。引き続き感想文募集は応募対象にしない。  

園や学校はとりまとめをして 9 月 1 日までに応募点数の報告をすることを確認しました。 

②「しぶやおすすめの本 50 2024」の選書について 

  選定までのスケジュール及び委員の推薦書の提出日（7 月 28 日まで）を確認しました。 

ここまでのところ何かありますでしょうか。 

【委員】了承。 

 

（2）第二次渋谷区子ども読書活動推進計画策定について 

【事務局説明】 

・計画策定の位置付け 

渋谷区における子どもの読書活動の推進に関する施策の方向性や取組を示すものとし

て、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき平成 31 年 3 月に「渋谷区子供読

書活動推進計画」(令和元年度～5 年度)を策定しています。 

令和 5 年度をもって計画期間が終了することから、これまで取組んできた計画事業の成

果を踏まえるとともに、新たな課題等に対応するため、次期推進計画を策定します。 

第一次策定後の国・東京都の動きなど説明 



・策定スケジュールについて 

 子どもの読書活動の調査を行います 

 未就学児をもつ保護者、区立小・中学生、高校生の読書活動状況の項目案説明 

・読書教育推進委員の施策案について 

 第二次計画策定に向けて各委員の提案を提出してください。 

 

【委員長】 

第二次策定に向けた読書調査の実施やスケジュールについて説明がありました。 

ここまでのところで何かありますでしょうか。 

【委員（図書館事業課長）】 

 現場で子どもたちの状況をよく把握している園や学校の先生から第二次策定へのご提案

をぜひいただきたいので、よろしくお願いいたします。 

【委員長】 

 アイデアを出していただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

【事務局】 

 次回、スケジュールの確認 

 


